
第９回 地域づくり部会 会議概要 

 

日 時 令和７年 2 月 27 日（木） 午後２時 30分～３時 00 分 

会 場 北地区コミュニティセンター 大ホール 

出 席 委 員 
菊地委員、前田委員、恩田委員、佐久間委員、川島委員、清水（文）委員、小熊

委員、阿部委員、渡邉委員 

欠 席 委 員 横山委員 

事 務 局 

関 係 課 

建設課（阿部課長）、北出張所（本田所長） 

地域総務課（田中補佐、伊藤主査） 

会 議 要 旨 

 

１．事業評価書の内容について 

・事業評価書の内容は了承された。 

 

２．北区防災かるたについて 

・今後の活用方法について意見を交換した。 

・南浜小学校のかるた体験会およびＮＨＫなどによる報道、新潟日報に掲載され

た「北区防災かるた」完成記事について情報を共有した。 

 

 

 

 

  

 

                       以上 

 

 

 

 

 

報告資料４



第９回 福祉教育部会 会議概要 

 

日 時 令和 7年 2月 27 日（木） 午後 2時 30 分～2時 50 分 

会 場 北地区スポーツセンター 講座室 2 

出 席 委 員 
清水(博)委員、遠藤委員、佐藤(茂)委員、有田委員、佐藤（哲）委員、三浦委

員、日下委員、佐藤（康）委員、竹島委員 

欠 席 委 員 皆川委員 

事 務 局 地域総務課(近藤補佐、伊藤（宰）主査、小田主事) 

会 議 要 旨 

1. 区自治協議会提案事業 事業評価書について 

 事業評価書について今年度の事業を振り返り意見を出し合い、来年度の

事業実施に向けての話し合いを行った。 

 

 【主な意見や感想】 

 ・事業評価に次年度に向けた課題をいれてはどうか。 

   ・ワークショップでは、まとめの時間が足りなかったことが反省点であ  

る。 

   ・江口さん（講演者）の柔軟な考え方が参考になった。今、地域活動を

行っている人にも講演を聞いて欲しかった。 

   ・男性参加者が少ないことが残念であり、今後参加者が増えるように取

り組んでいきたい。 

 ・地域活動の担い手不足を課題として次年度も継続していきたい。 

   

 

以上 

 

 



第９回 自然文化部会 会議概要 

 

日 時 令和 7年 2月 27 日（木） 午後 2時 30 分～午後 3時 00 分 

会 場 北地区コミュニティセンター 講座室１ 

出 席 委 員 諏訪委員、小日向委員、伊藤委員、坪木委員、寺山委員 

欠 席 委 員 野口委員、有田委員、石山委員、小林委員、飛鳥井委員 

事 務 局 

関 係 課 

産業振興課（横木課長）、区民生活課（高野課長）、地域総務課（江戸課長、

佐藤主査） 

会 議 要 旨 

１．事業評価書について  

 ・トークセッションの中で、北区の魅力のわかるクイズ出題と、北区に

ゆかりのある賞品を渡したことを追加してほしい。 

・ブラックバスのイベントについては、釣れなくても魚を展示してこんな

魚が生息しているなど見せられるように準備したり、網を仕掛けておいて

当日参加者に楽しんでもらうなどもいいのではないか。 

・自然文化部会で様々な魅力発信事業を行っていただき感謝している。そ

の派生で潟料理の提供依頼があったり(東区から夜景ツアーとタイアップ

できないか打診有)、NT21 で福島潟に関する CMを放映するなど、広がりが

みられている。今後も、福島潟の木道整備など、少しずつ交流人口の拡大

を図るために取り組んでいく予定（産業振興課長より）。 

 

２．次期委員への引継ぎ事項について 

・福島潟に力をいれてきたが、北地区には海辺の森もあるのでそちらでも

魅力発信ができるといい。 

・海辺の森も、トイレの整備、WIFI 完備など行っていく予定。次年度は震

災からの復興関係の資金が必要なため予算がとれなかったが、引き続きで

きるところから整備していきたいと考えている（産業振興課）。 

・海辺の森もそうだが、海水浴場も海の家などが増え、活気が戻るように

なるといい。 

 

 


